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研究成果の概要（和文）：本研究では、コーチング学の教育の質保証のための教育課程編成上の参照基準の作成
とその実践について検討した。まず、各国のスポーツ指導者養成プログラムの現状を分析した。結果として、い
ずれの指導者養成においても、スポーツ指導者に必要不可欠な運動感覚能力の養成に関わる科目の設置が不十分
であることが確認された。次に、体育・スポーツ学及び近接領域の教育学、心理学の「参照基準」を理論面と実
務者養成の両面から比較検討し、コーチング学の教育の質保証における参照基準を検討した。結果、実践からの
帰納による人間科学的な理論構築とそれに基づく実践知形成のための教育プログラムの構築とその評価が課題と
して見出された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the development and implementation of curricular 
standards for quality assurance in coaching theory. First, the current status of sports coach's 
education programs in each country was analyzed. As a result, it was confirmed that all of the 
coaching programs lacked subjects related to the development of movement sensational ability, which 
is essential for sports coach. Next, the "curricular standards" of physical education, sports 
science, and the adjacent fields of pedagogy and psychology were compared from both theoretical and 
practitioner training perspectives, and curricular standards in the quality assurance of education 
in coaching studies were examined. As a result, the construction of a human scientific theory by 
induction from practice and the construction and evaluation of an educational program for the 
formation of practical knowledge based on this theory were found to be issues.

研究分野： コーチング学

キーワード： コーチング学　教育の質保証　スポーツ指導者　実践知
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、体育・スポーツにおいては、暴力や人権の問題が顕在化し、大きな社会問題となった。これに加えて、
学校運動部活動の地域移行などが進められるなど体育・スポーツを取巻く環境は大きく変化している。そこで学
校、社会、競技に関わらず大きな課題となっているのが、「スポーツ指導者の質保証」の問題である。わが国で
はスポーツ指導者の質保証に関わる問題は倫理的・道徳的問題として検討されることが多いが、実際には他の専
門能力の養成と一体的に捉えて取り組む問題である。本研究の成果は、このような課題を研究するための起点と
なるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
バスケットボールなどのスポーツ指導者のハラスメントの問題に対応するために、日本スポ

ーツ協会によって「スポーツ指導者育成推進事業 2013」が進められた。この事業によって、「コ

ーチング・イノベーション推進事業」としてスポーツ指導者育成のための「モデル・コア・カリ

キュラム」が作成された。また日本体育・スポーツ・健康学会では、日本体育学会体罰・暴力根

絶特別委員会からの依頼により、大学体育問題特別委員会で「運動部指導者のためのコアカリキ

ュラムの開発と新たな指導者資格制度の検討」が行われ、スポーツ指導者の資質・向上に関する

議論が盛んに行われた。しかし、それ以後も問題は解決には至らず、2020 年に国際的な人権団

体である「Human Rights Watch」により、日本のスポーツにおける子ども虐待に関する報告書

『数えきれないほど叩かれて』が発表された。このようなハラスメント問題に関してはいくつか

の研究が行われているが、この問題は、スポーツ指導者の指導実践における質保証との関りから

今日においても重要な課題であり、解決しなければならない問題として存在している。 

このような状況の中、スポーツ指導者養成の中核的研究領域であるコーチング学においては、

日本コーチング学会が、一般コーチング学の理論書『コーチング学への招待』を 2017 年に上梓

した。その後、2019 年には『球技のコーチング学』が発刊され、球技の一般理論が構築された。

また、2020 年には個別理論書となる『陸上競技のコーチング学』が日本陸上競技学会から刊行

されるなど、スポーツ指導者養成のための中核理論であるコーチング学は、一般理論・類型理論・

個別理論というような体系で整備され、その理論体系がまとまりつつある。 

前述したようにスポーツ指導者養成のためのコーチング学の体系化は進みつつあるが、現在

進行しているコーチング学の体系化においてはコーチング学の理論・内容面の整備が中心とな

っており、そこからコーチが身に付けるべき知識・素養や実践的指導力、そしてそれらの学習方

法及び評価等についてはほとんど検討されていない。したがって、「教育の質保証」の観点から

もこの問題について検討することが喫緊の課題となっている。 

この問題の解決のスタートとしては、まず日本学術会議によって行われている「大学教育の分

野別質保証のための教育課程編成上の参照基準」を参考に検討することが必要である。体育・ス

ポーツ学分野では、全国体育系大学学長・学部長会議により「体育・スポーツ学分野の教育の質

保証における参照基準」がまとめられたが、これらは体育・スポーツ学分野全体を取り扱ったも

のであり、スポーツ指導者養成課程については、その概略にとどまっている。したがって、スポ

ーツ指導者の質保証問題を「参照基準」から検討する場合には、その中核領域である「コーチン

グ学」について検討することが求められる。また、検討にあたっては教育内容に関する「学問の

特性」と「実務者養成」という側面を持つコーチング学の近接領域である教育学分野と心理学分

野との比較検討も必要となる。 

 
２．研究の目的 
前述のことから、①現在の日本のスポーツ指導者養成プログラムは、欧米と比較してどのよう

になっていて、そこではどのような理論と方法によって実践的指導力を養成しているのか？②

「教育の質保証」を「学問の特性」のみならず「実務者養成」の側面からみた場合、理論と養成

はどのような関係にあるのか？といった問題の検討をふまえた「コーチング学における教育の

質保証のための教育課程編成上の参照基準」の作成が喫緊の課題となってくる。 

本研究はスポーツ指導者養成教育に向けた「コーチング学における教育の質保証のための教

育課程編成上の参照基準」を作成し、専門職としてのスポーツ指導者養成のために有効なプログ



ラムの開発を行い、ハラスメント等の社会問題に寄与することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は次のような手順で行われた。まず、日本と欧米（英語圏・ドイツ語圏・ロシア語圏）

のスポーツ指導者養成プログラムの内容を文献調査により分析し、さらに当該プログラムの受

講方式（アクティブラーニング等）、運用方法（単位認定方法等）について検討することによっ

てスポーツ指導者養成プログラムの全体像を明らかにした。続いて、体育・スポーツ学の「参照

基準」と近接領域であり、実務者養成を含む代表的な学問領域として「教育学」と「心理学」に

おける「参照基準」について、「学問の特性」と実務者養成、それぞれの観点からその特徴を整

理した。そして、コーチング学における「参照基準」を日本コーチング学会より刊行した。 

 

４．研究成果 

（１）各国のスポーツ指導者養成プログラムの特徴 

スポーツ指導者養成プログラムの検討では、日本に関しては日本スポーツ協会の『モデル・コ

ア・カリキュラム』と日本オリンピック委員会の『ナショナルコーチアカデミープログラム』を、

英語圏に関しては、国際コーチングエクセレンス評議会の『International Sports Coaching 

Framework』を、ドイツ語圏については、ケルン・コーチアカデミーの『ケルン・コーチアカデ

ミー・テキスト』を、ロシア語圏については、ウクライナの『オリンピックスポーツのコーチン

グプログラム』を分析対象とした。分析の結果、西側諸国と東欧的なスポーツ指導者養成の考え

方の違いが見えてきた。特に、スポーツ指導者の能力として決定的に必要な技術、戦術、体力の

トレーニングのプランニングやその方法論については大きな差異があるといえる。それは、ピリ

オダイゼーション理論のとらえ方にあるといえる。西側諸国では、競技力を構成する各要素や栄

養など補助的な要素の個別的な理論が採用されているのに対して、東欧ではそれらを帰納的・統

合的にとらえてピリオダイゼーションが構成され、それらを個別諸科学の知見がサポートする

システムになっている（ボンパ、2006）。今後、我が国においてもこれらのような観点をコーチ

教育に取り入れる必要があるのではないか。一方で、いずれのプログラムにおいても、スポーツ

指導者の実践知養成に関するものはほとんど取り入れられていなかった。したがって、各国の指

導者養成プログラムのあり方をふまえると、スポーツ指導者の実践知や身体知の教育プログラ

ムの構築と評価が重要となろう。 

（２）体育・スポーツ学、教育学、心理学の「参照基準」の比較 

体育・スポーツ学、教育学、心理学の「参照基準」の内容面について比較してみると、学とし

ての共通の特性としては、①学際応用科学であること、②学問の知と臨床（実践）の知を双方向

的に探究すること、③他の諸学との協働を志向していること、④社会的課題の解決への志向性が

あることが認められた。また、実務者養成の観点からは、三領域共に学として実践への志向性が

あるため、実際の現場における実践に関する演習・実習は重視されていた。形式としては、課程

内の科目としてのみならず、課程外としてのボランティア、インターンシップなどが用いられ、

アクティブラーニング形式の教育が推奨されていた。 

（３）コーチング学の「参照基準」の提案と課題 

ここではコーチング学の「参照基準」について、「分野の定義・特性」を提示するとともに、

実務者養成における課題を明らかにしておきたい。 

日本コーチング学会は、2017 年に我が国初の一般コーチング学の理論書となるなる『コーチ

ング学への招待』を発刊した。このなかでコーチング学の定義・特性についてまとめている。ま



ず、コーチング学とは「スポーツの練習（トレーニング）と指導に関する理論」であるとされて

いる（日本コーチング学会編、2017、ⅲ）。この理論は、狭く競技スポーツに限定されるのでは

なく、教育・健康・レクリエーションなどの多様な目的で行われるスポーツを対象としている。

さらに、コーチング学は、既成科学の研究成果を応用してスポーツをする人や指導者の活動をサ

ポートすることに主眼を置くのではなく、スポーツの現場で獲得された個別的・経験的な知見を

帰納的に集約し、体系化することをめざす、という特性を有している（日本コーチング学会編、

2017、ⅲ）。したがって、体育・スポーツ学、教育学、心理学とは、①学際応用科学という特性、

②学の実践への志向性、という点で共通性が認められる。次に、実務者養成についてであるが、

我が国のコーチング学においては、指導者養成のプログラムに関しては、青山（2017）などの報

告があるがあまり検討されていない。近接領域のスポーツ運動学においては、指導者養成カリキ

ュラムの内容は、①運動諸科学の知識の獲得、②教育学的指導方法論に関する知識の獲得、③運

動技能の獲得の三点にまとめられている（金子、2005、p.275）。このなかでは③の運動技能の獲

得に関しては、実技実習を通して身につけられるべき課題に重大な欠落があると指摘されてい

る（金子、2005、p.275）。先に確認した各国のスポーツ指導者養成プログラムの特徴の結果とあ

わせて考えると、指導者の実践的能力の養成のために求められる実践知の体系的習得をどのよ

うなプログラムとして実現するのかという問題とその実践知の査定方法論について検討するこ

とが必要となる。そのためには、金子（2005、pp.68-71）が提示してる実技実習の三階層のうち、

第二段階の動感自己観察能力を高める実技実習のあり方と第三段階の動感他者観察を通して、

運動の形成位相の査定能力を身につけるための実技実習のあり方を検討することが、コーチン

グ学の「参照基準」を作成するための課題として残された。このためには、スポーツ指導者の質

保証の観点から、金子の言う第二、三段階における学習者の学びの構造が検討されねばならない。 
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